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写真 TPP 閣僚会議の会議場前での筆者（2012年，ロシア)
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. 研究室の概要
食料貿易論では，農林水産物や食品の国境を越えた
交換について経済学をベースに分析します。その対象
を，私が学部で教えている科目名（【 】内）に即し
て分類すると，◯日本がどの食料をどの国からどれだ
け輸入しているかといった食料貿易の実態【食料貿易
論】，◯WTO（世界貿易機関），EPA（経済連携協定），
TPP（環太平洋パートナーシップ協定）などの食料
貿易に関する国際ルール【食料貿易論特講】，◯ミク
ロ経済学を用いて貿易の得失や関税の効果などを分析
する国際貿易論【貿易政策論】に大別されます。
私が専攻する経済学では，「自由な貿易がベスト」
というのが常識とされますが，食料貿易の実態は違い
ます。農業者の所得維持，農産物価格の安定，食品安
全の確保などのために，日本を含む各国政府は食料の
貿易を規制しており，それらの廃止は困難だからで
す。このことは，関税の全廃を原則とする TPP 交渉
への参加を巡って，日本でも国論を二分する議論が展
開されたことからも明らかでしょう。このため，食料
貿易に関する政策や国際ルールを理解する上では，経
済学に加えて政治学的な知見が不可欠と考えています。
私は2013年 4 月に本学に赴任しました。それまで
は，農水省に行政官として25年間勤務し多くの国際
交渉に従事した他，大学院生・外交官・国連職員とし
て英国・フランス・イタリアに合計 8 年間駐在しま
した。本学に移る直前までは TPP 交渉を担当し，米
国を含む TPP 参加国との協議にも従事しました（写
真 1）。本学では，こうした実務・海外経験も踏まえ
て，グローバルに活躍できる人材の育成を目指し，経
済学的な思考の習得，英語の上達，コミュニケーショ
ン能力の向上を重視したゼミ活動を行っています。
. 文献調査ゼミと卒論ゼミ
ゼミの立上げから 2 年未満ということもあり，そ
の運営は試行錯誤しながら改善を図っています。
まず，3 年生の文献調査ゼミでは，2014年度は，英
紙 The Economist の食料・農業・貿易関係の英文記
事と食料貿易に関する日本語の雑誌論文を輪読しまし
た（写真 2）。その際に，予め各回の報告者と司会者
を決めますが，文献に関する疑問点を含むレジュメ
は，報告者以外を含むゼミ生全員が毎回作成し，クラ
スウェブ経由での事前提出を義務付けています。こう
した準備を行うことによって，全員が事前に文献を十
分に読み込んだ上でゼミに参加するため，活発な議論
が展開される効果があると感じています。
4 年生を対象とする卒論ゼミでは，3 年の修了時ま
でに各自がテーマを選定し，研究計画書を作成した上
で，就職活動の終了後に論文作成を開始し，中間報
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写真 文献調査ゼミの模様（2014年 9 月)
写真 山形県朝日町での調査（2013年 8 月)
写真 ジェトロ本部への訪問（2014年 5 月)
写真 FAO 日本事務所への訪問（2014年10月)
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告，最終報告を経て，2 月上旬に卒論発表会を行うと
いう手順で進めています。
. フィールド調査実習
フィールド調査実習では農産物の輸出を取り上げて
います。アジア諸国の所得向上や世界的な日本食ブー
ムの中で，果物・野菜・日本酒・和牛・加工食品など
の輸出拡大が，日本農業再生の契機として期待されて
います。当ゼミでは，輸出に取り組む地方自治体・農
業団体・農業者を訪問してヒアリング調査を行い，ゼ
ミ生全員で報告書と議事録を作成します。2013年度
の調査は，リンゴの輸出で知られる山形県朝日町で実
施し（写真 3），2014年度はミカンの輸出に取り組ん
でいる静岡県浜松市三ヶ日町で実施しました。
. 訪問調査
フィールド調査実習に加えて，日帰りの訪問調査を
頻繁に行っています。2014年度の春学期には，農産
物輸出に関するフィールド調査実習の事前準備も兼ね
て，ジェトロ本部（写真 4）や JA 全農を訪問しまし
た。また，国際機関の活動に関する理解を深めるべ
く，明治大学が覚書を結んでいる国連食料農業機関
（FAO）の日本事務所も毎年訪問しています（写真 5）。
更に，第一線で活躍する実務家や研究者から報告を聞
く機会として，これまでキャノングローバル戦略研究
所や農林水産政策研究所などから講師を招聘しました。
. 今後の展望
2015年度からは，法政大学生命科学部と卒論研究
を題材に 4 年生同士の合同ゼミを開始する予定で
す。またいずれは，海外の大学との英語での合同ゼミ
にも取り組みたいと考えています。
